
香川高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 アルゴリズムとデータ構造
科目基礎情報
科目番号 7016 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 電子情報通信工学専攻（2023年度以前入学者
） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 谷口 億宇
到達目標
１．プログラミングで用いられる基本的アルゴリズムの原理，構成法が理解できる。
２．プログラミングで用いられる基本的データ構造の原理，構成法が理解できる。

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
プログラミングで用いられる様々
なアルゴリズムの原理，構成法が
理解できる。

プログラミングで用いられる基本
的アルゴリズムの原理，構成法が
理解できる。

プログラミングで用いられる基本
的アルゴリズムの原理，構成法が
理解できない。

評価項目2
プログラミングで用いられる様々
なデータ構造の原理，構成法が理
解できる。

プログラミングで用いられる基本
的データ構造の原理，構成法が理
解できる。

プログラミングで用いられる基本
的データ構造の原理，構成法が理
解できない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
１．プログラミングで用いられる基本的アルゴリズムの原理，構成法が理解できる。
２．プログラミングで用いられる基本的データ構造の原理，構成法が理解できる。

授業の進め方・方法
１．基本的アルゴリズムとして文字列照会アルゴリズム，整列アルゴリズムを学ぶ。
２．基本的データ構造として，キュー，スタック，ヒープを学ぶ。
３．アルゴリズム，データ構造の応用として，経路探索問題を解く。

注意点 定期試験80％，授業中の課題の発表20％の比率で評価する。
参考書: 藤田聡著 「アルゴリズムとデータ構造」　数理工学社

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業ガイダンス 計算機工学，コンピュータシステムの基礎を理解して
いる。D2:1

2週 アルゴリズムとデータ構造概論１ プログラミング，ソフトウェアの基礎を理解している
。D2:1

3週 アルゴリズムとデータ構造概論２ プログラミング，ソフトウェアの基礎を理解している
。D2:1

4週 文字列照合アルゴリズム１ 基本的なアルゴリズムを特定のプログラミング言語を
用いて表現することができる。D2:2

5週 文字列照合アルゴリズム２ 基本的なアルゴリズムを特定のプログラミング言語を
用いて表現することができる。D2:2

6週 整列アルゴリズム１ 基本的なアルゴリズムを特定のプログラミング言語を
用いて表現することができる。D2:2

7週 整列アルゴリズム２ 基本的なアルゴリズムを特定のプログラミング言語を
用いて表現することができる。D2:2

8週 理解確認 予習，復習をしている。D5:1

2ndQ

9週 基本データ構造１ 基本的なデータ構造の使用法と実現法を理解すること
ができる。D2:3

10週 基本データ構造２ 基本的なデータ構造の使用法と実現法を理解すること
ができる。D2:3

11週 最短経路問題１ アルゴリズムとデータ構造を組み合わせて効率の良い
プログラムを組むことができる。D2:4

12週 最短経路問題２ アルゴリズムとデータ構造を組み合わせて効率の良い
プログラムを組むことができる。D2:4

13週 最短経路問題３ アルゴリズムとデータ構造を組み合わせて効率の良い
プログラムを組むことができる。D2:4

14週 成果の発表 役割を分担し，相互に協力して作業できる。B3:1-5
15週 まとめ
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 情報系分野 ソフトウェ

ア アルゴリズムの概念を説明できる。 3

評価割合
試験 発表 その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 40 10 0 0 0 0 50



専門的能力 40 10 0 0 0 0 50
0 0 0 0 0 0 0


